
2023年６月29日（木曜日）午前10時
（受付開始予定時刻：午前９時30分）

■ 開催日時

■ 開催場所

第１号議案    監査等委員でない取締役４名
                   選任の件
第２号議案    監査等委員である取締役１名
                   選任の件

■ 決議事項

証券コード：1711
株式会社ＳＤＳホールディングス

2022年４月１日 → 2023年３月31日

第38期

定時株主総会
招 集 ご 通 知

東京都港区芝公園一丁目５番10号 
芝パークホテル　２階「アイビー」

法令及び当社定款14条に基づき電子提供措置事項か
ら一部を除いた書面をご送付しております。
したがって、ご送付している書面の目次、項番、参照頁
は電子提供措置事項と同一となっておりますのでご了承
ください。
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(証券コード 1711)
2023年６月14日

（電子提供措置の開始日 2023年６月８日）
株 主 各 位

東 京 都 港 区 東 新 橋 二 丁 目 11 番 ７ 号
株式会社 ＳＤＳホールディングス
代 表 取 締 役 社 長 伊 藤 象 二 郎

第38期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、当社第38期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第38期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト https://sds-hd.com/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東証ウェブサイト
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記の東京証券取引所ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、
「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。

本年は、新型コロナウイルス感染症の感染予防及び感染拡大防止のために、株主様の当日のご
来場は見合わせていただきますようお願い申し上げます。
株主様には可能な限り、書面またはインターネットにより事前の議決権行使をご検討ください
ますようお願い申し上げます。お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検
討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示頂くか、当社の指定する議決権行使サイト
（https://evote.tr.mufg.jp/）において賛否を入力されるか、いずれかの方法により、2023年６
月28日（水曜日）午後６時までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
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記
1. 日 時 2023年６月29日 木曜日 午前10時

〈受付開始予定時刻：午前９時30分〉
2. 場 所 東京都港区芝公園一丁目５番10号

芝パークホテル ２階 「アイビー」
3. 株主総会の目的事項
（報告事項） 第38期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告・計算書

類及び連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算
書類監査結果報告の件

（決議事項）
第１号議案 監査等委員でない取締役4名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役１名選任の件

以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申し上げます。
なお、電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲

載させていただきます。
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≪新型コロナウイルス感染拡大防止のための対応について≫

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、本年の株主総会においては以下の対応を取らせてい
ただきます。
株主の皆様へは大変なご不便をおかけいたしますが、ご了承くださいますようお願い申し上げま
す。

<株主様へのお願い>
●株主様の安全確保のため、当日の会場へのご来場は、可能な限りお控えいただきますようお願
い申し上げます。

●ご来場される株主様におかれましては、会場内でのマスクの常時ご着用と受付前の手のアルコ
ール消毒にご協力をお願い申し上げます。

●株主様に発熱や咳等の症状が認められた場合など、ご体調が優れないと判断させていただいた
場合は、株主総会運営スタッフがお声掛けのうえ、ご入場をお断りする場合がございますの
で、あらかじめご了承くださいますようお願い申し上げます。

●本年は座席の間隔を拡げることから、ご用意できる座席が例年より大幅に減少いたします。当
日ご来場いただいても入場を制限させていただく場合がございますので、あらかじめご了承く
ださいますようお願い申し上げます。

<株主総会当日の当社の対応について>
●株主総会に出席する役員および運営スタッフは、全員マスク着用で対応させていただきます。

●本株主総会は、例年より開催時間を短縮して行うため、議場における報告事項の詳細な説明に
ついては簡略化させていただく場合がございます。

●本年は、感染リスク低減の観点から、飲料等の提供を控えさせていただきます。

●今後の状況や政府の発表内容等により株主総会の運営に大きな変更が生じた場合は当社ウェブ
サイト（URL https://shodensya.com/）にて掲載させていただきます。
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議決権行使のご案内
議決権は、以下の３つの方法により行使いただくことができます。

株主総会にご出席いただける場合

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
ください。
当日ご出席の場合は、郵送（議決権行使書）またはインターネットによる議決
権行使のお手続きはいずれも不要です。
開催日時 2023年６月29日（木曜日）午前10時（受付開始予定時刻：午前９時30分）

開催場所 芝パークホテル ２階 アイビー
東京都港区芝公園一丁目５番10号
（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

書面（郵送）で議決権を行使される場合

同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示頂き、以下の行使期限までに到着する
よう、ご投函ください。議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場
合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。
行使期限 2023年６月28日（水曜日）午後６時到着分まで有効

インターネットで議決権を行使される場合

パソコン、スマートフォンから以下の議決権行使サイトにアクセスし、同封の
議決権行使書に記載してあります「ログインＩＤ」および「仮パスワード」を
ご入力いただき、画面の案内にしたがって賛否をご入力ください。
行使期限 2023年６月28日（水曜日）午後６時入力分まで有効

議決権行使サイト https://evote.tr.mufg.jp/
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インターネットによる議決権行使のお手続きについて

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを入力する方法
「ログインID」及び「仮パスワード」を入力すること
なく議決権行使が可能です。

インターネットにより議決権を行使される場合は、下記事項をご確認のうえ、行使していただきますようお願い
申し上げます。
当日ご出席の場合は、郵送（議決権行使書）またはインターネットによる議決権行使のお手続きはいずれも不要です。

※  「QRコード」は（株）デンソーウェーブの登録商標です。

1.　 議決権行使書副票（右側）に記載のQRコー
ドを読み取ってください。

2.　 以降は、画面の案内に従って賛否をご入力ください。
・ スマートフォン機種によりQRコードでのログインが出来な

い場合があります。
　 QRコードでのログインが出来ない場合には、右記ログイン

ID・仮パスワードを入力する方法にて議決権行使を行って
ください。

複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い
（1） 郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効として取り扱

わせていただきますのでご了承ください。
（2） インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。また、パ

ソコン、スマートフォンで重複して議決権を行使された場合も、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。
議決権行使サイトについて
（1） 毎日午前2時から午前5時までは取扱を休止します。
（2） インターネットご利用環境、ご加入のサービス及びご使用の機種によっては、ご利用できない場合があります。
（3） 議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金等）は株主様のご負担となりますので、ご了承

ください。
（4） ご不明な点等がございましたら下記へお問合せください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部（ヘルプデスク） 電　　話　0120-173-027　（フリーダイヤル）
受付時間　9:00～21:00

以　上

議決権行使サイト https://evote.tr.mufg.jp/
1.　 議決権行使サイトにアクセスしてください。

・ 株主様以外の第三者による不正アクセス（“なりすまし”）や
議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用の株主様
には、議決権行使サイト上で「仮パスワード」の変更をお願
いすることになりますのでご了承ください。

・ 株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」および「仮パ
スワード」をご通知いたします。

4.　 以降は、画面の案内に従って賛否をご入力ください。

3.　 新しいパスワードを登録する。
｢新しいパスワード」を入力

｢送信」をクリック

2.　 議決権行使書用紙に記載された「ログイン
ID・仮パスワード」を入力しクリック。

｢ログインID・仮パスワー
ド」を入力

｢ログイン」をクリック
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株主総会参考書類
第１号議案 監査等委員でない取締役４名選任の件

監査等委員でない取締役４名全員が本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりま
すので、取締役４名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案について当社の監査等委員会において検討がなされ、各候補者は当社の取

締役として適任であるとの意見表明を受けております。監査等委員でない取締役候補者
は、下表のとおりであります。

候補者
番号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所 有 す る
当社株式の数

１ 渡
わた なべ ゆう すけ

辺 悠 介
（1992年１月24日生）

2015年 3 月 国立静岡大学 人文学部経済学科 卒業
2015年 4 月 三菱UFJモルガン・スタンレー証券㈱ 入

社
2017年12月 メディックイースト㈱ 設立 代表取締役

（現任）
2022年 7 月 当社 出向 SDGs推進委員会

―株

2 本
ほ ん せ い つ よ し

清 剛 史
（1967年8月7日生）

1990年 4 月 伊藤忠商事㈱ 入社
1990年 6 月 同社 建築鉄鋼部土木建材課 配属
1994年 7 月 本清鋼材㈱ 取締役副社長
1995年 7 月 同社 代表取締役社長（現任）

―株
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候補者
番号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所 有 す る
当社株式の数

3 小 野
お の ざ わ あ ゆ み

澤 歩
（1976年６月27日生）

2000年３月 ㈱Human21 入社
2012年８月 ㈱新東京グループ 取締役管理部長
2018年８月 ㈱新東京トレーディング 代表取締役
2022年２月 エイチビー㈱ 代表取締役
2022年 6 月 当社 取締役（現任）

―株

4 関
せ き は ら た つ や

原 竜 也
（1974年7月12日生）

1998年８月 司法書士篠塚事務所 入所
2000年12月 司法書士天川合同事務所 入所
2011年１月 オフィスランディック㈱ 入社
2015年９月 トゥーライフ合同会社 設立 代表社員

（現任）
2020年８月 ㈱新東京グループ 監査役
2021年10月 ㈱シントウキョウグロースキャピタル代表

取締役（現任）
2022年 6 月 当社 取締役（現任）

―株

(注) １．各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
２．「所有する当社株式の数」については、2023年３月31日現在の所有株式数を記載しております。
３．当社は役員等賠償責任保険契約を締結しており、各候補者の選任が承認された場合、当該保険契約に基

づき被保険者となります。なお、当該保険契約の概要等は事業報告18頁をご参照ください。
４．取締役候補者の選任理由

（１）渡辺悠介氏は、証券業界での実務経験と実績を有しており、その後自身で設立した法人において
は、医療関連サービス事業及びEC事業を立ち上げ中国企業との取引を行って参りました。2022
年より当社のSDGs推進委員会のメンバーとして、カーボンニュートラルの実現に向けて、様々
な角度から当社が社会的企業として実行すべき活動及び事業等について検討し、リサイクル・リ
ユース事業の強化に貢献して参りました。今後の当社におけるサステナビリティへの取組みを牽
引する人材と考え、選任をお願いするものであります。

（２）本清剛史氏は、大手総合商社で建材取引の経験が豊富にあり、大規模物流施設の開発等の不動産
業界にも精通している傍ら、バイオマス発電等の再生可能エネルギーの支援事業も行っており、
省エネルギー業界のパイオニアとして、カーボンニュートラルの実現を牽引する人材と考え、選
任をお願いするものであります。

（３）小野澤歩氏は、上場企業の管理部門での経験が豊富であり、不動産業界にも精通していることか
ら、引き続き選任をお願いするものであります。

（4）関原竜也氏は、長年不動産業界に携わっており、省エネルギー事業と不動産事業の融合に精通し
ていることから、引き続き選任をお願いするものであります。
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第２号議案 監査等委員である取締役１名選任の件
監査等委員である取締役の金古幸香里氏が本定時株主総会終結の時をもって辞任いたし

ますので、監査等委員である取締役１名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
監査等委員である取締役候補者は、下表のとおりであります。

候補者
番号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所 有 す る
当社株式の数

1 皆
み な が わ し げ き

川 茂 基
（1985年8月2日生）

2013年12月 最高裁判所司法研修所終了（66期）
2013年12月 新幸総合法律事務所 入所（現任） ―株

（注）１．各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
２．「所有する当社株式の数」については、2023年３月31日現在の所有株式数を記載しております。
３．皆川茂基氏は、社外取締役（監査等委員）候補者であります。各候補者の選任が承認された場合、当

社定款の規定に基づき、会社法第427条第1項の規定により、同法第423条第1項の賠償責任を限定
する契約を締結する予定であります。当該契約における賠償責任の限度額は、法令が規定する額であ
ります。

4．当社は役員等賠償責任保険契約を締結しており、各候補者の選任が承認された場合、当該保険契約に
基づき被保険者となります。なお、当該保険契約の概要等は事業報告18頁をご参照ください。

5．取締役候補者の選任理由
皆川茂基氏は、弁護士として企業法務から倒産処理まで広く携わっており、企業におけるコンプライ
アンスに精通していることから、取締役会における経営判断及び意思決定の過程において、重要な役
割を果たしていただけるものと判断したため、監査等委員として選任をお願いするものであります。

以 上

2023年06月01日 13時12分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 9 ―

事 業 報 告

（2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過及び成果

当連結会計年度の国内経済は、ウィズコロナの下で、各種政策の効果もあって、景気は、
緩やかに持ち直す中、原材料価格、エネルギー価格の高騰等の影響もあり厳しい状況となり
ました。
このような状況の中、当社は「私たちを取り巻く脅威に対処し、遠い未来・近い将来・今

の社会に貢献する」ことを経営理念として活動して参りました。地球温暖化・災害・衛生リ
スクという３つの脅威に対し、省エネルギー設備の導入、その他施設改修等のソリューショ
ンに加え、当期からはリノベーション事業を開始し、グループをあげて受注活動を行って参
りました。
以上の結果、当連結会計年度における売上高は、3,445百万円（前連結会計年度比2,410

百万円増）となりました。損益に関しましては、販売費及び一般管理費が787百万円(前連結
会計年度比353百万円増)となり、営業損失106百万円(前連結会計年度 営業損失260百万
円)、経常損失162百万円(前連結会計年度 経常損失298百万円)となりました。純損益に関
しましては、主に、前期より行っていた新規事業でのライセンス料等支出額を今後の回収可
能性を鑑みて事業整理損失引当金繰入額75百万円を特別損失に計上したことと、当連結会計
年度より連結子会社となった株式会社イエローキャピタルオーケストラでは課税所得が見込
めることから、税効果会計を適用し法人税等調整額として11百万円を計上したことにより、
親会社株主に帰属する当期純損失270百万円(前連結会計年度 親会社株主に帰属する当期純
損失333百万円)となりました。

セグメントの業績については、次のとおりであります。
なお当社グループの事業はこれまで単一セグメントとしておりましたが、当連結会計年度

より「省エネルギー関連事業」と「リノベーション事業」の２区分に変更しております。そ
のため「リノベーション事業」における売上高及び営業利益の前年同期との比較・分析を行
っておりません。
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（省エネルギー関連事業）
省エネルギー関連事業におきましては、省エネルギー事業の推進により、顧客企業にエネ

ルギー・ソリューション・サービスの提供を行っております。また省エネルギー関連におけ
る設備導入、企画、設計、販売、施工及びコンサルティング業務を行っております。
当連結会計年度における業績は、売上高702百万円（前年同期比332百万円減）、セグメン

ト損失（営業損失）は246百万円（前年同期 セグメント損失 260百万円）となりました。
（リノベーション事業）
リノベーション事業におきましては、リノベーション及びリノベーション後の物件販売、

資産運用に関するコンサルティング、宅地建物取引業、不動産の分譲、売買、賃貸及び管理
並びにそれらの仲介及びコンサルティングを行っております。当連結会計年度における業績
は、売上高2,742百万円、セグメント利益は141百万円となりました。
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(2) 設備投資の状況
当連結会計年度において当社および連結子会社が行った設備投資の総額は465,229千円

であります。その主なものは、建物の購入181,145千円、土地の購入281,143千円となっ
ております。

(3) 資金調達の状況
2021年12月20日に発行した第８回新株予約権の行使が2022年６月30日に行われ

221,000千円を調達いたしました。今後も、財務体質改善のために、将来的な増資の可能性
も考慮しつつ、借入金を含めた資金調達の協議を進めております。

(4) 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

(5) 他の会社の事業の譲り受けの状況
該当事項はありません。

2023年06月01日 13時12分 $FOLDER; 12ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 12 ―

(6) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得又は処分の状況
当社は、2022年４月７日をもって、株式会社イエローキャピタルオーケストラの発行済

株式の70％を取得し、連結子会社といたしました。

(7) 対処すべき課題
① コーポレート・ガバナンスの充実

当社は、企業価値を向上させ、株主利益を最大化するとともに、ステークホルダーと良
好な関係を築いていくためには、コーポレート・ガバナンスの確立が不可欠であると認識
しております。当社では、当社グループのコーポレート・ガバナンスのあり方について、
独立役員３名（社外取締役監査等委員）を選任して客観的かつ中立的な視点から経営監視
をお願いすることなどにより、コーポレート・ガバナンスの充実を図っておりますが、社
外役員への情報提供のより一層の充実を図るなど、今後も、持株会社として、グループ各
社のコーポレート・ガバナンスを徹底することで、連結経営の基盤強化、企業体質の健全
性を高めてまいります。

② 財務基盤の強化
当社は、長年に渡る事業赤字の計上により、2023年３月末における連結純資産は657

百万円まで棄損しており、経営成績のみによる連結純資産の急速な回復は困難な状況であ
ります。このため、当社グループが、業容拡大、収益力の強化を推し進めるためには、著
しく減少している連結純資産の増強が喫緊の課題であり、早期に新株発行による増資を行
い、連結純資産の増強を目指します。

③ 低コスト体制の徹底
企業間競争が進む中で、低コスト体制の徹底は極めて重要な課題と認識しております。

当社グループでは、コスト管理に注力を続け、低コスト体制の強化に取り組んでまいりま
す。

④ 人材の確保・育成
業績の回復、業容の拡大及び経営体質の強化を図っていく上で、優秀な人材の確保・育

成は極めて重要なものと認識しております。そこで、当社グループは、社員のスキル育成
のための効果的な仕組みを構築するとともに、省エネルギーシステム、設備構築を確実に
マネジメントし、技術的な問題等を理解し、解決できる人材については積極的に確保を図
ってまいります。

⑤ 事業基盤の強化
当社グループでは、常に進展する技術等に対応し、より幅広い顧客層を開拓するため、

パートナー企業とのより強固な連携が課題となっております。特に、商材の開発及び顧客
開拓においては、これまでの業務提携先、取引先等と積極的な事業協力を行ってまいりま
す。
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(8) 財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況

期 別
区 分

第 35 期
2020年３月期

第 36 期
2021年３月期

第 37 期
2022年３月期

第 38 期
(当連結会計年度)
2023年３月期

売 上 高 (千円) 2,273,085 844,454 1,034,970 3,445,060
経 常 損 失 (△) (千円) △171,102 △272,124 △298,344 △162,471
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 (△) (千円) △359,630 △348,374 △333,788 △270,863
１ 株 当 た り 当 期
純 損 失 (△) (円・銭) △85.58 △73.31 △55.15 △31.62

総 資 産 (千円) 731,377 277,349 921,661 4,499,292
純 資 産 (千円) 19,272 39,184 596,609 657,199
１ 株 当 た り
純 資 産 額 (円・銭) 4.59 6.61 73.95 62.61

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）及び「収益認識
に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号2021年３月26日）を第
37期の期首から適用しております。

② 当社の財産及び損益の状況
期 別

区 分
第 35 期

2020年３月期
第 36 期

2021年３月期
第 37 期

2022年３月期
第 38 期

（当事業年度）
2023年３月期

売 上 高 (千円) 62,941 44,653 47,540 30,945
経 常 損 失 (△) (千円) △209,761 △345,414 △321,834 △238,600
当 期 純 損 失 (△) (千円) △430,537 △348,374 △475,171 △315,738
１ 株 当 た り 当 期
純 損 失 (△) (円・銭) △102.46 △73.31 △78.51 △36.86

総 資 産 (千円) 334,418 76,496 531,855 584,622
純 資 産 (千円) 19,272 39,184 455,226 360,546
１ 株 当 た り
純 資 産 額 (円・銭) 4.59 6.61 56.39 41.29
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(9) 重要な親会社および子会社の状況
① 親会社との関係

該当事項はありません。
② 重要な子会社の状況

会社名 資本金 当社の
議決権比率 主要な業務内容

株式会社省電舎
百万円 ％ 省エネルギー関連設備導入における企

画、設計、販売、施工及びコンサルテ
ィング業務

20 100

株式会社イエローキャピタルオーケストラ（注） 20 70 不動産に関する販売及びコンサルティ
ング業務

（注）当社は、2022年４月７日に㈱イエローキャピタルオーケストラの株式を取得し、連結子
会社としております。

(10) 主要な事業内容（2023年３月31日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

省エネルギー関連事業 省エネルギー事業及び導入機器の販売業務
リノベーション事業 不動産に関する販売及びコンサルティング業務

(11) 主要な事業所（2023年３月31日現在）

当社 東京都港区

株式会社省電舎 東京都港区
株式会社イエローキャピタルオーケストラ 東京都中央区

(12) 従業員の状況（2023年３月31日現在）
①企業集団の従業員の状況

従 業 員 数 対前連結会計年度末比増減
省エネルギー関連事業 10名（1） ６名 減
リノベーション事業 8名（1） ８名 増

共 通 ７名（１） １名 減
合 計 25名（3） １名 減

（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの
出向者を含む。）であり、パート及び嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を記載しております。
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②当社の従業員の状況
従業員数 前事業年度比増減 平均年齢 平均勤続年数

７名 １名 減 50.71歳 6.33年

(13) 主な借入先の状況（2023年３月31日現在）
借入先 借入額（千円）

東京シティ信用金庫 593,613

株式会社千葉銀行 535,317

東京ベイ信用金庫 358,166

株式会社セゾンファンデックス 148,700
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2. 会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）
(1) 発行可能株式総数 20,000,000株
(2) 発行済株式の総数 8,732,773株
(3) 株 主 数 4,606名
(4) 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
吉 野 勝 秀 1,499,600株 17.17％
佐 々 木 和 博 1,000,000株 11.45％
中 村 健 治 349,700株 4.00％
株式会社ハウスセゾンエンタープライズ 274,500株 3.14％
井 元 義 昭 229,000株 2.62％
Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 証 券 株 式 会 社 217,900株 2.49％
Ｇｅｏｒｇｅ Ｓｐｉｒｉｔｓ株式会社 160,000株 1.83％
有 限 会 社 ア ー ス マ テ リ ア ル 130,400株 1.49％
長 野 重 雄 126,500株 1.44％
木 村 清 二 101,400株 1.16％
（注）持株比率は自己株式（62株）を控除して計算しております。

(5) 当該事業年度中に職務執行の対価として交付した株式の状況
該当事項はありません。

(6) その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。
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3. 会社の新株予約権等に関する事項
（1）当社役員が事業年度の末日に保有している新株予約権等（2023年３月31日現在）

該当事項はありません。

（2）当事業年度中において当社使用人等に対して交付した新株予約権の内容等
該当事項はありません。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項等
該当事項はありません。
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4. 会社役員の状況（2023年３月31日現在）
(1) 取締役の状況

氏 名 会社における地位 担当および重要な兼職の状況

伊 藤 象 二 郎 代 表 取 締 役 社 長 ㈱省電舎 代表取締役
㈱イエローキャピタルオーケストラ 取締役

小 野 澤 歩 取 締 役 ―

関 原 竜 也 取 締 役 ―

吉 岡 一 則 取 締 役 スカイヨコハマ㈱ 取締役副社長
㈱イエローキャピタルオーケストラ 取締役

森 雅 俊 取 締 役 監 査 等 委 員
㈱ベイエフエム 非常勤監査役
公益財団法人綿貫国際奨学財団 評議員
㈱金太郎ホーム 顧問
㈱省電舎 監査役

佐 々 木 健 郎 取 締 役 監 査 等 委 員 ㈱マネージポート会計事務所 代表取締役
金 古 幸 香 里 取 締 役 監 査 等 委 員 ―
(注) 1．取締役森雅俊氏、佐々木健郎氏および金古幸香里氏は、会社法施行規則第２条第15号に定める社外取

締役であります。
2．監査等委員会設置会社のもと、監査等委員会が主体となり内部統制システムを通じた組織的な監査を

実施しているため、必ずしも常勤者の選定を必要としないことから、常勤の監査等委員を選定してお
りません。

3．当社は、当社及び当社子会社である株式会社省電舎のすべての取締役および 監査役を被保険者とす
る役員等賠償責任保険契約を締結しております。保険料は、全額会社が負担しております。
当該保険契約では、被保険者が、その職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請
求を受けることによって生ずることのある損害が填補されます。

4．当社は、森雅俊氏、佐々木健郎氏、金古幸香里氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届
出書を提出しております。
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(2) 取締役の報酬等の総額等
①当事業年度に係る報酬等の総額等

区 分 支給
人員

報酬等の種類別の額
計 摘 要

基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役（監査等委員を除く） ６名 25,350千円 ― ― 25,350千円
うち社外取
締役―名

―千円

取締役（監査等委員） ６名 9,150千円 ― ― 9,150千円

うち社外
取締役

６名

9,150千円
計 12名 34,500千円 ― ― 34,500千円

イ. 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
当社取締役（監査等委員を除く）の金銭報酬の額は、2018年６月27日開催の第33期定

時株主総会において年額100,000千円以内と決議し、また、当社取締役（監査等委員）の
金銭報酬の額は、同株主総会において年額30,000千円以内と決議しております。当該定時
株主総会終結時の取締役（監査等委員を除く）の員数は４名、取締役（監査等委員）の員数
は３名です。
ロ. 取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬等の内容についての決定方針に関する事項
当社は、取締役（監査等委員を除く。以下、本項において同じ。）個人別の報酬等の内容

に係る決定方針（以下「決定方針」という）について、経営会議において検討・協議したう
えで、2022年6月29日開催の取締役会において決議いたしました。
決定方針の概要は、以下のとおりです。

・当社の取締役（監査等委員を除く）の報酬については、固定報酬としての金銭による基本
報酬と非金銭報酬等により構成することとし、基本報酬は、月毎の固定報酬とし、当社グ
ループの業績、各取締役の担当職務及び成果、貢献度等を総合的に勘案して決定するもの
とする。非金銭報酬等は、ストックオプションとし、付与するストックオプションの数
は、株主総会において決議した範囲内で、各取締役の担当職務及び成果、貢献度等を総合
的に勘案して決定するものとする。

・取締役の種類別の報酬の割合については、当社グループの業績、各取締役の担当職務及び
成果、貢献度等を踏まえて決定する。なお、報酬の種類ごとの比率の目安は、基本報酬を
50%、非金銭報酬等を50%とする。

・個人別の報酬額については、株主総会で決議された報酬総額の範囲内において、代表取締
役が原案を作成し、監査等委員会の意見を踏まえて、取締役会決議により決定するものと
する。
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当社の当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容は、株主総会で決議された報酬総
額の範囲内において、当社グループの業績、各取締役の担当職務及び成果、貢献度等を総合
的に勘案して、月毎の固定報酬として代表取締役が原案を作成し、監査等委員会に提出して
その審議を経た後に、取締役会において、監査等委員である取締役全員の賛成も得たうえで
決定していることから、その内容は、決定方針に沿うものであると判断しております。

(3) 社外役員に関する事項
イ．社外役員の兼任の状況（他の法人等の業務執行者又は社外役員である場合）

氏名 兼任先および兼任内容 兼任先と当社との取引関係
森 雅俊 株式会社ベイエフエム 非常勤監査役

公益財団法人綿貫国際奨学財団評議員
平山建設株式会社 顧問
株式会社省電舎 監査役

当社と当該他の法人等の関係
で記載すべき当該事項はあり
ません。

佐々木 健郎 株式会社マネージポート会計事務所 代表取締役 当社と当該他の法人等の関係
で記載すべき当該事項はあり
ません。

金古 幸香里 弁護士法人ルネサンス本部小江戸川越法律事務所 当社と当該他の法人等の関係
で記載すべき当該事項はあり
ません。

ロ．社外役員の主な活動状況
氏名 地位 主な活動状況・期待役割に関して行った職務の概要

森 雅俊 社外取締役
（監査等委員）

当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回に出席し、
監査等委員会９回のうち９回に出席いたしました。取締役会
及び監査等委員会において、金融業界での広い見識と豊かな
経験を活かし、中立かつ客観的観点から適宜意見等も述べて
おり、当社の企業価値最大化の実現にあたり重要な役割を果
たしております。

佐々木 健郎 社外取締役
（監査等委員）

当事業年度に開催された取締役会13回のうち12回に出席し、
監査等委員会９回のうち８回に出席いたしました。 取締役
会及び監査等委員会において、公認会計士としての財務及び
会計の高い見識と豊富な知識・経験等に基づき中立かつ客観
的観点から適宜説明を求め意見等も述べており、取締役の職
務執行の監督にあたり重要な役割を果たしております。

金古 幸香里 社外取締役
（監査等委員）

当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回に出席し、
監査等委員会９回のうち９回に出席いたしました。取締役会
及び監査等委員会において、企業法務に関する専門知識と豊
富な実務経験を活かして中立かつ客観的観点から適宜説明を
求め意見等も述べており、取締役の職務執行の監督にあたり
重要な役割を果たしております。
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5. 会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

アルファ監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 30,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭
その他の財産上の利益の合計額 30,000千円

(注) 1. 当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区別しておらず、実質的にも区別できませんので、当該事業年度に係る
報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況及び報酬見積りの算出
根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額に
ついて同意の判断をしております。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定方針
当社監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、監査等委員会が会計監査人を解任いた
します。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総
会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人の職務遂行状況等を総合的に判断し、監査の適正性及

び信頼性が確保できないと認めたときは、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再
任に関する議案の内容を決定いたします。

(4) 責任限定契約の内容の概要
当社と会計監査人アルファ監査法人は、責任限定契約を締結しております。その契約内容

の概要は次のとおりです。
会計監査人が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときは、10,000千円又は会

社法第 425 条第1 項の最低責任限度額のいずれか高い額を限度として、会計監査人の当社
に対する損害賠償責任の限度としております。
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6. 会社の体制及び方針
（1）取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適

正を確保するための体制
当社は、過去の不適切会計処理の問題を受けて、2019年２月14日に、内部管理体制の再

構築を目指し、改善計画・状況報告書を作成、公表し、同改善計画に基づく体制の整備を行
い、業務の適法性・有効性の確保並びにリスク管理に努め、関連法規の遵守を図って参りま
した。今期も、引き続き、上記改善計画に基づく施策を継続し、より強固な内部管理体制の
構築に努めて参ります。
① 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体
制その他業務の適正を確保するための体制
取締役会は、法令、定款、株主総会決議、決裁権限規程、企業理念、行動規範、取締役

会規程に従い、経営に関する重要事項を決定するとともに、取締役の職務執行を監督して
おります。当社グループ全社を横断する経営会議を設置し、コンプライアンス・リスク管
理規程に基づき、グループ全体のコンプライアンス体制の整備及び問題点の把握に努め、
重要な意思決定が必要な事項については、外部の専門家と共同で事前にその法令及び定款
への適合性を調査・検討することにより役職員の職務の適合性を確保する体制となってお
ります。
また、役職員に対するコンプライアンス教育・研修を継続的に実施すると共に、法令・

定款等に違反する行為を発見した場合の報告体制として、内部通報制度を構築し、外部の
弁護士に直接通報できるように運用しております。内部通報制度は匿名での通報を認める
こと、通報をした者が通報を理由に不利益な取り扱いを受けることが無いことをその内容
に含んでおります。

② 取締役の職務の執行にかかる情報の保存および管理に関する体制
取締役会規程、稟議規程、文書管理規程に基づき、適切な保存および管理（廃棄を含

む）を行っております。また、取締役は保存された情報を閲覧することが可能な体制とな
っております。
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③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社グループの企業活動に関連する市場環境、経済環境の変動等による財務リスク、法

令・規程違反によるコンプライアンス・リスクに対処する為、コンプライアンス・リスク
管理規程を制定し、当該規程に基づき、管理本部及び内部監査室は、経営会議、取締役
会、監査等委員会に随時報告し、未然にリスクを防止するよう努めるとともに、グループ
各社の相互連携のもと、当社グループ全体のリスク管理を行います。
不測の事態が発生した場合には、社長を本部長とする「緊急対策本部」を設置して危機

管理にあたり、損害の拡大を防止し、これを最小限にとどめる体制を整えます。

④ 取締役の職務の執行が効率的になされることを確保するための体制
取締役会は、経営方針および重要な業務執行の意思決定および業務執行状況の監督を行

っております。業務執行に関しては、経営環境の変化に迅速・的確に対応し、業務執行の
有効性と経営の効率性を図るため、代表取締役および業務執行を担当する取締役等で構成
される経営会議を設置し、原則毎月１回開催することにより、取締役会付議事項の審議お
よび取締役会が決定した経営に関する基本方針に基づく業務執行上・業務運営上の重要事
項の審議・決定を行います。
また、当社グループ全体の協力の推進及び業務の整合性の確保と効率的な遂行管理を行

います。

⑤ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
当社子会社を当社の一部署と位置付け、子会社内の各組織を含めた指揮命令系統および

権限並びに報告義務を設定し、当社グループ全体を網羅的、統括的に管理することとしま
す。内部監査部門は、当社子会社を含めた当社グループ全体の内部監査を実施する体制と
しております。
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⑥ 取締役および使用人が監査等委員会に報告をするための体制
監査等委員会は、原則月に１回開催される定時取締役会の前に開催され、取締役会にお

ける審議事項を事前に、担当取締役等から報告を受ける体制をとり、取締役会で十分な議
論ができる体制をとっております。また各監査等委員は、必要に応じて他の会議体に出席
することにより、取締役および使用人から、重要事項の報告を受ける体制となっておりま
す。
また、取締役および使用人は、会社に重要な損失を与える事項が発生したとき、または

発生するおそれがあるとき、違法または不正な行為を発見したとき、その他監査等委員会
が報告すべきと定めた事項が生じたときは、遅滞なく監査等委員会に報告するものとしま
す。

⑦ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査等委員会は、ガバナンスのあり方とその運営状況を監視し、取締役の業務執行を含

む経営の日常的活動の監査を行います。監査等委員会は、内部監査室および会計監査人
と、定期的に情報交換を行うことにより、監査の実効性を確保するものとします。
また、監査等委員がその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還、負担した

債務の弁済を請求したときは、その費用等が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと
認められる場合を除き、その費用を負担します。

⑧ 財務報告の信頼性・適正性を確保するための体制
財務報告の信頼性・適正性を確保するために財務報告に係る内部統制が有効かつ適正に

行われる体制を整備し、会計監査人との連携を図り財務報告の信頼性と適正性を確保しま
す。

⑨ 反社会的勢力排除に向けた体制
当社及び当社グループ会社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力およ

び団体に対しては毅然とした態度で臨み、一切の関係を遮断するとともに、これらの活動
を助長するような行為を行いません。また、反社会的勢力および団体からの介入を防止す
るため警察当局、暴力団追放運動推進センター、弁護士等と緊密な連携を確保します。ま
た、自治体（都道府県）が制定する暴力団排除条例の遵守に努め、暴力団等反社会的勢力
の活動を助長し、または暴力団等反社会的勢力の運営に資することとなる利益の供与は行
いません。
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（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要について
当連結会計年度末の時点で、当社及び当社子会社は「内部統制システムの整備・運用状

況」を評価し、基本方針に基づき内部統制システムが適正に整備され、運用されていたこと
を確認しております。主な運用状況は以下の通りであります。
① 取締役の職務執行について

当連結会計年度において当社は、社外取締役３名を含む７名の取締役で構成され、社外
取締役３名を含む３名の監査等委員が出席する取締役会を13回開催し、そのうち森雅俊
氏13回、佐々木健郎氏12回、金古幸香里氏13回出席しており、業務に関する重要事項に
ついて決議するとともに、当社子会社に関する報告を受け、当社子会社の職務の執行を監
督しております。また、取締役及び各本部の本部長出席の本部長会議において毎月１回開
催し、重要事項について慎重に検討しております。

② 監査等委員会の職務の執行について
監査等委員会は、会計監査人及び内部監査室と定期的な情報交換を行うほか、稟議書等

の社内の重要文書を閲覧することにより当社及び当社子会社の監査の実効性を確保してお
ります。また、必要がある場合は、外部専門家との連携を図ります。当連結会計年度にお
いては、監査等委員会を9回開催し、そのうち森雅俊氏９回、佐々木健郎氏8回、金古幸
香里氏9回出席しており、監査等委員間での意思疎通を図るとともに効果的な監査等委員
会の職務執行に努めております。

③ コンプライアンス及びリスクの管理について
リスク管理規程に基づき、取締役会、経営会議、内部監査室、監査等委員会、子会社取

締役会の各会議体にて、リスクの把握とその管理体制を整備しております。また、内部通
報運用規程に基づき弁護士を通報窓口とするコンプライアンス通報窓口を設置しておりま
す。

（3）当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
該当事項はありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 1. 本事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨て、その他の数値については単位未満を四捨五入し

ております。
2. 売上高等の記載金額には消費税等は含まれておりません。
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連 結 貸 借 対 照 表
(2023年３月31日現在)

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,890,512 流 動 負 債 2,488,409

現 金 及 び 預 金 439,554 買 掛 金 7,665
売 掛 金 148,797 短 期 借 入 金 2,021,000
販 売 用 不 動 産 2,162,749 １年内返済予定の長期借入金 136,820
原 材 料 1,589 未 払 法 人 税 等 19,282
前 払 費 用 12,282 未 払 金 132,668
そ の 他 126,762 前 受 金 64,934
貸 倒 引 当 金 △1,224 そ の 他 106,036

固 定 資 産 1,608,779
有 形 固 定 資 産 1,370,463 固 定 負 債 1,353,682
建 物 553,662 長 期 借 入 金 1,235,944
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 2,703 繰 延 税 金 負 債 492
土 地 814,098 事 業 整 理 損 失 引 当 金 75,000

資 産 除 去 債 務 7,245
無 形 固 定 資 産 106,630 長 期 未 払 金 35,000
の れ ん 106,630 負 債 合 計 3,842,092

純 資 産 の 部
投 資 そ の 他 の 資 産 131,686 株 主 資 本 545,686
投 資 有 価 証 券 11,781 資 本 金 1,993,430
繰 延 税 金 資 産 11,425 資 本 剰 余 金 2,091,409
敷 金 22,324 利 益 剰 余 金 △3,539,101
長 期 前 払 金 55,000 自 己 株 式 △52
破 産 更 生 債 権 等 10,308 その他の包括利益累計額 1,064
そ の 他 42,628 その他有価証券評価差額金 1,064
貸 倒 引 当 金 △21,781 非 支 配 株 主 持 分 110,448

純 資 産 合 計 657,199
資 産 合 計 4,499,292 負 債 ・ 純 資 産 合 計 4,499,292
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連 結 損 益 計 算 書

（2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 3,445,060
売 上 原 価 2,764,499

売 上 総 利 益 680,561
販売費及び一般管理費 787,362

営 業 損 失 106,801
営 業 外 収 益

受 取 配 当 金 73
助 成 金 収 入 4,210
違 約 金 収 入 2,497
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 2,025
そ の 他 1,580 10,387

営 業 外 費 用
支 払 利 息 58,384
株 式 交 付 費 7,072
そ の 他 601 66,057
経 常 損 失 162,471

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 2,386
訴 訟 損 失 引 当 金 戻 入 額 3,577 5,963

特 別 損 失
減 損 損 失 1,661
事 業 整 理 損 失 引 当 金 繰 入 額 75,000 76,661

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 233,168
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 22,869
法 人 税 等 調 整 額 △11,399 11,470

当 期 純 損 失 244,638
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 26,224
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 270,863
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連結株主資本等変動計算書

（2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当期首残高 1,882,369 1,980,348 △3,268,237 △52 594,428
当期変動額
新株の発行（新株予約権
の行使） 111,061 111,061 222,122

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 損 失 △270,863 △270,863

株 主 資 本 以 外 の 項 目
の当期変動額（純額 )

当期変動額合計 111,061 111,061 △270,863 ― △48,741
当期末残高 1,993,430 2,091,409 △3,539,101 △52 545,686

その他の包括利益累計額
新 株 予 約 権 非支配株主持分 純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金
その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 1,058 1,058 1,122 ― 596,609
当期変動額
新株の発行（新株予約権
の行使） △1,122 221,000

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 損 失 △270,863

株 主 資 本 以 外 の 項 目
の当期変動額（純額 ) 5 5 110,448 110,454

当期変動額合計 5 5 △1,122 110,448 60,590
当期末残高 1,064 1,064 ― 110,448 657,199
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連結注記表
１．継続企業の前提に関する事項

当社グループは、前連結会計年度以前から継続して営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損
失を計上しており、損失が継続することで資金繰りに懸念が生じる可能性があります。
当連結会計年度の業績においても、営業損失106,801千円、経常損失162,471千円及び親会社株主に帰属

する当期純損失270,863千円を計上し、また、営業キャッシュ・フローについて△717,609千円とマイナス
となっており、当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており
ます。
当社グループは、上記の継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況を解消するために、以下の対
応策を講じ、当該状況の解消又は改善に努めてまいります。

①営業利益及びキャッシュ・フローの確保
前連結会計年度に引き続き、各案件の精査を行い、継続的に原価の低減を図り、利益率の向上を進めてま

いります。また、商業施設、食品関連設備などへの省エネルギー提案によるクライアント開発を積極的に進
め、安定的な売上・利益を確保する体制の構築を進めてまいります。また、新たに進出したリノベーション
事業において確実に利益の出せる体制への加速を進めてまいります。

②案件精査、利益率確保のための体制
当社グループでは、営業管理・予実管理の実効性を上げるため、営業会議を毎週行い、予算の実行とコン

プライアンスの向上に努めております。営業会議での課題・成果などは経営会議で報告され、タイムリーな
対応策の検討、情報の共有化を行うことにより、案件の精査や解決策を着実に決定・実行してまいります。

③諸経費の削減
随時、販売費及び一般管理費の見直しを実施し、販売費及び一般管理費の削減を推進し、利益確保に努め

てまいります。

④資金調達
2021年12月20日に発行した第８回新株予約権の行使が2022年６月30日に行われ221,000千円を調達

いたしました。今後も、財務体質改善のために、将来的な増資の可能性も考慮しつつ、借入金を含めた資金
調達の協議を進めております。
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しかしながら、これらの対応策を講じても、業績及び資金面での改善を図る上で重要な要素となる売上高
及び営業利益の確保は外部要因に大きく依存することになるため、現時点では継続企業の前提に関する重要
な不確実性が認められます。
なお、当社グループの連結計算書類は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要

な不確実性の影響を連結計算書類に反映しておりません。

２．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
1． 連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数 ２社

連結子会社の名称 株式会社省電舎
株式会社イエローキャピタルオーケストラ

（2）主要な非連結子会社
該当事項はありません。

（3）連結の範囲の変更
株式会社イエローキャピタルオーケストラについては、株式の取得により連結子会社と
したため、当連結会計年度より連結子会社に含めております。

2． 持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

3． 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

4． 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
連結決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。(評価差額は全部純
資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法に基づく原価法によっております。

2023年06月01日 13時12分 $FOLDER; 31ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 31 ―

② 棚卸資産
原材料は総平均法に基づいて算定しており（貸借対照表価額については、収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法)、未成事業支出金は個別法に基づく原価法 (貸借対照
表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。
販売用不動産については、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の
低下に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
イ 節減量分与契約資産
（機械及び装置）
顧客との契約期間を耐用年数とする定額法

ロ その他の資産
定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに2016
年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。）
主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 15～50年
機械装置及び運搬具 17年
工具、器具及び備品 ５年～15年

② リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

（3）重要な引当金の計上基準
貸倒引当金
売上債権及び貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ
り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込
額を計上しております。

事業整理損失引当金
事業の整理に伴い発生すると見込まれる損失に備えるため、当連結会計年度末にお
ける損失見込額を計上しております。

2023年06月01日 13時12分 $FOLDER; 32ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 32 ―

（4）重要な収益及び費用の計上基準
工事契約
工事契約については、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識す

る方法により収益を認識しております。
また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくイン

プット法によっております。
なお、進捗率を見積もることのできない工事契約については代替的な取扱いを適用し、

原価回収基準で収益を認識しております。ただし、契約における取引開始日から完全に履
行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合には、一定の期間にわたり
収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履

行義務の内容
及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおり

であります。
不動産売買事業
買取販売、買取リフォーム販売
当社グループは、不動産所有者から中古マンション等を取得し、必要に応じてリフォー

ムを実施することで資産価値を高めた後、顧客に販売しております。買取販売、買取リフ
ォーム販売では、顧客との不動産売買契約に基づき当該物件の引渡しを行う義務を負って
おります。当該履行義務は物件が引き渡される一時点で充足されるものであり、当該引渡
し時点で収益を計上しております。
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（5）その他連結計算書類作成のための重要な事項
のれんの償却方法及び償却期間

のれんは、投資効果の発現する期間（10年）において均等償却しております。
連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適
用

当社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行することに
なります。ただし、「所得税法等の一部を改正する法律」(2020年法律第８号)におい
て創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単
体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制
度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年
３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業
会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資
産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいております。

３．追加情報
（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算
制度へ移行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処
理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する
取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務対応報告第42号」とい
う。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告
第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（新型コロナウイルス感染症の影響について）
前事業年度の(会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響の考え方)に
記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありま
せん。
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４．会計方針の変更に関する注記
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６
月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用
し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定
会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしておりま
す。これにより、時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券として取得原価
をもって連結貸借対照表価額としていた一部の投資信託について、時価をもって連結貸借
対照表価額とすることに変更しております。なお、連結計算書類に与える重要な影響はあ
りません。
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５．会計上の見積りに関する注記
のれん
株式会社イエローキャピタルオーケストラを取得したことに伴い計上したのれんについて

は、同社の超過収益力として認識し、取得時に作成した中期事業計画を踏まえてその効果の発
現する期間（10年）にわたって償却しております。

事業整理損失引当金
環境衛生事業の一部事業の整理に伴い発生すると見込まれる損失に備えるため、当連結会計

年度末における損失見込額を計上しております。

販売用不動産の評価
当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

販売用不動産 2,162,749千円

棚卸資産の簿価切下げ額 ―千円
(1) 算定方法

販売用不動産の評価は、個別法に基づく原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法
により算定）を採用しており、販売見込額から販売費等を控除した正味売却価額が取得原価
を下回る場合には、棚卸資産評価損を計上しております。
(2) 主要な仮定

正味売却価額の算定に用いた主要な仮定は販売見込額であり、当社の定める評価基準に基
づき、近隣の取引事例や市場動向、路線価図・評価倍率表等を参考に算出しております。

(3) 翌連結会計年度に係る連結計算書類に及ぼす影響
販売見込額は、不動産市況の変動等の不確実性を有しており、将来の不確実な条件の変動

の結果によって影響を受ける可能性があり、前提とした条件が変化した場合、翌連結会計年
度以降の連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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６．会計上の見積りの変更
該当事項はありません。

７．連結貸借対照表注記
資産から直接控除した減価償却累計額（減損損失累計額を含む）
有形固定資産 113,203千円
建物 76,739千円
機械装置及び運搬具 21,459千円
工具器具及び備品 15,004千円

担保に供する資産
定期預金 47,605千円

販売用不動産 2,162,749〃

建物 553,662〃

土地 814,098〃

計 3,578,115千円

上記に対する債務
短期借入金 2,021,000千円
長期借入金（１年内返済予
定含む） 1,372,765〃

計 3,393,765千円

2023年06月01日 13時12分 $FOLDER; 37ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 37 ―

８．連結損益計算書注記
減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場 所 用 途 種 類 金額（千円）

東京都港区 事業用資産 建物 1,661

当社グループは、事業用資産は主に事業セグメントに基づきグルーピングを行っており、遊休資産につい
ては個別の資産ごとにグルーピングを行っております。
上記の事業用資産については、省エネルギー関連事業における収益性の著しい低下及び今後の事業計画等

を考慮した結果、減損損失1,661千円として特別損失に計上しております。
その内訳は、建物1,661千円であります。
なお、回収可能価額の算定にあたっては、使用価値により測定しておりますが、使用価値については将来

キャッシュ・フローをマイナスと見込んでいるため、割引計算は行っておりません。
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９．連結株主資本等変動計算書に関する注記
1． 発行済株式に関する事項
株式の種類 当連結会計年度期首株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末株式数
普通株式 8,052,773株 680,000株 ―株 8,732,773株

（注）発行済株式の総数の増加680,000株は、新株予約権の権利行使によるものであります。

2． 自己株式に関する事項
株式の種類 当連結会計年度期首株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末株式数
普通株式 62株 ―株 ―株 62株

3． 配当に関する事項
該当事項はありません。

4． 新株予約権に関する事項

会社名 内訳
目的と
なる
株式の
種類

目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（千円）当連結会計

年度期首
当連結会計年
度増加株式数

当連結会計年
度減少株式数

当連結会計
年度末株式数

当社
第８回新
株予約権
（注）1

普通株式 680,000 ― 680,000 ― ―

合計 680,000 ― 680,000 ― ―

（注）１．第８回新株予約権の当連結会計年度の減少は新株予約権の行使によるものであります。
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10．金融商品に関する注記
1． 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また、
資金調達については銀行借入等による方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
当該リスクに関しては、一部、営業取引に際し前受金を受け入れ、信用リスクの軽減

を図っております。また、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、回収遅
延債権については、定期的に各担当役員へ報告され、個別に把握及び対応を行う体制と
しております。
投資有価証券は、業務上の関係を有する企業等の株式への出資であります。上場株式

は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、定期的に時価を把握し、明細表を作
成する等の方法により管理しており、その内容が取締役会に報告されております。
営業債務である買掛金及び未払金はそのほとんどが３カ月以内の支払期日でありま

す。
また、営業債務や借入金等は流動性リスクに晒されていますが、資金繰り計画を作成

するなどの方法により管理しております。
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2． 金融商品の時価等に関する事項
2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次

のとおりであります。
連結貸借対照表計上額

（千円）
時 価

（千円）
差 額

（千円）
（1）売掛金 148,797 148,797 ―
（2）投資有価証券 11,781 11,781 ―
（3）長期貸付金（１年内回収予

定含む） 18,250

貸倒引当金 △11,472
6,777 6,519 △258

（4）敷金 22,324 20,248 △2,076
（5）破産更生債権等 10,308

貸倒引当金（※２） △10,308
― ― ―

資産計 189,680 187,346 △2,334
（1）買掛金 7,665 7,665 ―
（2）未払金 132,668 132,668 ―
（3）未払法人税等 19,282 19,282 ―
（4）長期未払金 35,000 34,872 △127
（5）長期借入金（１年内返済予

定含む 1,372,765 1,374,145 1,380

負債計 1,567,383 1,568,636 1,253
※１．「現金及び預金」については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近

似するものであることから、記載を省略しております。
２．破産更生債権等に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
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3． 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３
つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成さ
れる当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外
の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ
トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分
類しております。
(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2023年３月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 11,781 ― ― 11,781
資産計 11,781 ― ― 11,781
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(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2023年３月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

売掛金 ― 148,797 ― 148,797
長期貸付金（１年内回収予定含む） ― 6,519 ― 6,519
敷金 ― 20,248 ― 20,248

資産計 ― 175,565 ― 175,565
買掛金 ― 7,665 ― 7,665
未払金 ― 132,668 ― 132,668

未払法人税等 ― 19,282 ― 19,282

長期未払金 ― 34,872 ― 34,872

長期借入金（１年内返済予定含む） ― 1,374,145 ― 1,374,145

負債計 ― 1,568,636 ― 1,568,636

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式及び国債は活発な市場で取引されているため、そ
の時価をレベル１の時価に分類しております。

売掛金
時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と満期までの期間及び信用リスクを加味した利率を
基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期貸付金
時価は、その将来キャッシュ・フローと国債の利回り等適切な指標を基礎とした利率で割り引いた現在価値
により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

敷金
将来キャッシュ・フローと国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率を基に割引現在価
値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

買掛金、未払金、未払法人税等、長期未払金、長期借入金
これらの時価は、元金の合計額と、当該債務の残存期間及び無リスクの利子率を基に、割引現在価値法によ
り算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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11．賃貸等不動産に関する注記
(1) 賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、東京都その他の地域において、賃貸用のマンションを有しております。
(2) 賃貸等不動産の時価等に関する事項

（単位：千円）
連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 時 価

1,367,760 1,465,452
（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

2．当連結会計年度末の時価は、第三者からの取得時や直近の評価時点から、一定の評価額や適切に市場
価格を反映していると考えられる指標に重要な変動が生じていない場合には、当該評価額や指標を
用いて調整した金額によっております。

12．収益認識に関する注記
１.顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

工事契約・保守等 物 販 不動産販売等 合 計

一定期間にわたって認識する
収益 687,916 ― ― 687,916

一時点で認識する収益 ― 14,367 2,629,558 2,643,925

顧客との契約から生じる収益 687,916 14,367 2,629,558 3,331,842

不動産賃貸収入（注） ― ― 113,218 113,218

外部顧客への売上高 687,916 14,367 2,742,776 3,445,060

(注)不動産賃貸収入については、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い会計処理を
行っており、賃貸借期間にわたり収益を認識しております。
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２.顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
工事契約・保守等については、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に
変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくイ
ンプット法によっております。なお、進捗率を見積もることのできない工事契約については代替的な取扱
いを適用し、原価回収基準で収益を認識しております。ただし、契約における取引開始日から完全に履行
義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合には、一定の期間にわたり収益を認識せず、
完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。物販については、顧客への物品の引き渡しが
完了した時点で収益を認識しております。役務の提供については、契約で取り決めたサービスに対する支
配を、顧客に移転した時点で収益を認識しております。収益は、顧客との契約に定められた対価に基づき
測定しております。不動産販売等においては、不動産売買契約で定めた売買代金を受領すると同時に、対
象不動産を引き渡すことを以て履行義務が充足されるものであるため、顧客への対象不動産の引き渡し完
了時点において収益を認識しております。

３.当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高)
売掛金 312,100

顧客との契約から生じた債権(期末残高)
売掛金 148,797

契約負債(期首残高)
前受金 6,964

契約負債(期末残高)
前受金 64,934

(2) 残存履行義務に配分した取引価格
当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１
年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。 また、顧客との
契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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13．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 62円61銭
１株当たり当期純損失 31円62銭

14．重要な後発事象
該当事項はありません。
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貸 借 対 照 表
(2023年３月31日現在)

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 134,117 流 動 負 債 141,337

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

原 材 料

立 替 金

関 係 会 社 短 期 貸 付 金

未 収 消 費 税

そ の 他

固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

敷 金 及 び 保 証 金

破 産 更 生 債 権 等

長 期 前 払 金

関 係 会 社 株 式

そ の 他

貸 倒 引 当 金

22,219

1,384

414

7,705

78,700

14,797

8,895

450,504

450,504

1,860

20,319

10,308

55,000

353,101

20,223

△10,308

買 掛 金 2,343
関 係 会 社 短 期 借 入 金 118,000
未 払 金 3,991
未 払 費 用 1,867
前 受 収 益 920
未 払 法 人 税 等 12,255
預 り 金 1,097
そ の 他 860

固 定 負 債 82,738
事 業 整 理 損 失 引 当 金 75,000
資 産 除 去 債 務 7,245
繰 延 税 金 負 債 492
負 債 合 計 224,075

純 資 産 の 部
株 主 資 本 359,429
資 本 金 1,993,430
資 本 剰 余 金 2,091,409
資 本 準 備 金 1,800,610
そ の 他 資 本 剰 余 金 290,799
利 益 剰 余 金 △3,725,359
そ の 他 利 益 剰 余 金 △3,725,359
繰 越 利 益 剰 余 金 △3,725,359
自 己 株 式 △52

評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,117
その他有価証券評価差額金 1,117

純 資 産 合 計 360,546
資 産 合 計 584,622 負 債 ・ 純 資 産 合 計 584,622
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損 益 計 算 書

（2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 30,945
売 上 原 価 13,918

売 上 総 利 益 17,026
販売費及び一般管理費

役 員 報 酬 34,500
給 料 及 び 手 当 46,572
賃 借 料 16,751
支 払 報 酬 62,176
支 払 手 数 料 26,885
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △1,467
そ の 他 63,723 249,142
営 業 損 失 232,115

営 業 外 収 益
受 取 利 息 791
受 取 手 数 料 909
そ の 他 48 1,749

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,114
株 式 交 付 費 7,072
そ の 他 48 8,234
経 常 損 失 238,600

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 473 473

特 別 損 失
減 損 損 失 1,661
事 業 整 理 損 失 引 当 金 繰 入 額 75,000 76,661

税 引 前 当 期 純 損 失 314,788
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 950
当 期 純 損 失 315,738
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株主資本等変動計算書

（2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己
株式

株 主
資 本
合 計資 本

準備金
その他
資 本
剰余金

資 本
剰 余 金
合 計

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当期首残高 1,882,369 1,689,549 290,799 1,980,348 △3,409,620 △3,409,620 △52 453,045
当期変動額

新株の発行（新株予約権の行使） 111,061 111,061 111,061 222,122
当 期 純 損 失 △315,738 △315,738 △315,738
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額)

当期変動額合計 111,061 111,061 ― 111,061 △315,738 △315,738 ― △93,616
当期末残高 1,993,430 1,800,610 290,799 2,091,409 △3,725,359 △3,725,359 △52 359,429

評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当期首残高 1,058 1,058 1,122 455,226
当期変動額

新株の発行（新株予約権の行使） △1,122 221,000
当 期 純 損 失 △315,738
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額) 58 58 58

当期変動額合計 58 58 △1,122 △94,680
当期末残高 1,117 1,117 ― 360,546
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個別注記表
１．継続企業の前提に関する事項

当社は、前事業年度以前から継続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、損失が継続する
ことで資金繰りに懸念が生じる可能性があります。
当事業年度の業績においても、営業損失232,115千円、経常損失238,600千円及び当期純損失315,738千

円を計上し、当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま
す。
当社は、上記の継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況を解消するために、以下の対応策を講

じ、当該状況の解消又は改善に努めてまいります。
①営業利益及びキャッシュ・フローの確保
前事業年度に引き続き、各案件の精査を行い、継続的に原価の低減を図り、利益率の向上を進めてまいりま

す。また、商業施設、食品関連設備などへの省エネルギー提案によるクライアント開発を積極的に進め、安定
的な売上・利益を確保する体制の構築を進めてまいります。また、新たに進出したリノベーション事業におい
て確実に利益の出せる体制への加速を進めてまいります。
②案件精査、利益率確保のための体制
当社グループでは、営業管理・予実管理の実効性を上げるため、営業会議を毎週行い、予算の実行とコンプ

ライアンスの向上に努めております。営業会議での課題・成果などは経営会議で報告され、タイムリーな対応
策の検討、情報の共有化を行うことにより、案件の精査や解決策を着実に決定・実行してまいります。
③諸経費の削減
随時、販売費及び一般管理費の見直しを実施し、販売費及び一般管理費の削減を推進し、利益確保に努めて

まいります。
④資金調達
2021年12月20日に発行した第８回新株予約権の行使が2022年６月30日に行われ221,000千円を調達い

たしました。今後も、財務体質改善のために、将来的な増資の可能性も考慮しつつ、借入金を含めた資金調達
の協議を進めております。
しかしながら、これらの対応策を講じても、業績及び資金面での改善を図る上で重要な要素となる売上高及

び営業利益の確保は外部要因に大きく依存することになるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不
確実性が認められます。
なお、当社の計算書類は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を計算書類に反映しておりません。
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２．重要な会計方針に係る事項に関する注記
1． 重要な資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券

① 子会社株式
移動平均法による原価法によっております。

② その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
期末日の市場価格等に基づく時価法によっております。(評価差額は全部純資産
直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法に基づく原価法によっております。

（2）棚卸資産
原材料は総平均法に基づいて算定しており（貸借対照表価額については、収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法)、未成事業支出金は個別法に基づく原価法 (貸借対照表
価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。

2． 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く）
① 節減量分与契約資産
（機械及び装置）

顧客との契約期間を耐用年数とする定額法
② その他の資産

定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに2016年４
月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。）
主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 15～50年
機械装置及び運搬具 17年
工具、器具及び備品 ５年～15年
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3． 重要な引当金の計上基準
貸倒引当金

売上債権及び貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ
り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額
を計上しております。

事業整理損失引当金
事業の整理に伴い発生すると見込まれる損失に備えるため、当連結会計年度末におけ

る損失見込額を計上しております。
4． 重要な収益及び費用の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益
認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）
を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ
ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

５．会計方針の変更に関する注記
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021
年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から
適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過的な取扱いに従って、
時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することと
しております。これにより、時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券
として取得原価をもって貸借対照表価額としていた一部の投資信託について、時価を
もって貸借対照表価額とすることに変更しております。なお、計算書類に与える重要
な影響はありません。
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６．収益認識に関する注記
（顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報）

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表「収益認
識に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

７．表示方法の変更に関する注記
該当事項はありません。

８．会計上の見積りに関する注記
関係会社株式の評価
当事業年度の計算書類に計上した金

関係会社株式 353,101千円

（注） 関係会社株式は、株式会社イエローキャピタルオーケストラであります。

当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法
買収した関係会社株式の株式会社イエローキャピタルオーケストラの株式については、取得
価額に超過収益力を反映しているため取得価額と超過収益力を反映させた実質価額を比較し、
減損の判定をしております。財政状態の悪化や、超過収益力の毀損等により実質価額が著し
く低下する場合は相当の減損処理を行います。

事業整理損失引当金
環境衛生事業の一部事業の整理に伴い発生すると見込まれる損失に備えるため、当連結会計
年度末における損失見込額を計上しております。

９．会計上の見積りの変更に関する注記
該当事項はありません。
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10．貸借対照表に関する注記
1．資産から直接控除した減価償却累計額（減損損失累計額を含む）
有形固定資産 32,288千円
建物 16,323千円
機械装置及び運搬具 3,252千円
工具器具及び備品 12,711千円
2． 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権 87,765千円
短期金銭債務 118,060千円

11．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引高
売上高 16,201千円
営業費用 ―千円
営業取引以外の取引高（収入分） 791千円
営業取引以外の取引高（支出分） 1,114千円
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減損損失
当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場 所 用 途 種 類 金額（千円）

東京都港区 事業用資産 建物 1,661

当社は、事業用資産は主に事業セグメントに基づきグルーピングを行っており、遊休資産
については個別の資産ごとにグルーピングを行っております。

上記の事業用資産については、事業における収益性の著しい低下及び今後の事業計画等を
考慮した結果、減損損失1,661千円として特別損失に計上しております。
その内訳は、建物1,661千円であります。
なお、回収可能価額の算定にあたっては、使用価値については将来キャッシュ・フローを

マイナスと見込んでいるため、割引計算は行っておりません。

12．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

（単位：株）
株式の種類 当事業年度期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数
普通株式 62 ― ― 62
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13．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産 千円

減価償却資産 2,615
ゴルフ会員権評価損 897
貸倒引当金否認額 3,156
減損損失 2,233
関係会社株式評価損 58,178
事業整理損失引当金 22,965
税務上の繰越欠損金 692,389
その他 9

小計 782,444
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △692,389
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △90,055
評価性引当額小計 △782,444

繰延税金資産合計 ―
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △492
繰延税金負債合計 △492

繰延税金負債の純額 △492
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14．関連当事者との取引に関する注記
1． 子会社及び関連会社等

属性 会社等
の名称

資本金又は
出 資 金

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有（被所有)
割合（％)

関 連 当 事 者
と の 関 係 取引の

内 容
取引金額
（千円）
（注１）

科目 期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上の
関 係

子会社 ㈱省電舎 20,000
千円

省エネル
ギー関連
事業

（所有）
直接
100

兼任
３人

経営管理の受託 経営管理料の受取り（注２） 16,201 売 掛 金 1,375

資金の借入

利息の支払い（注３） 1,114 未払費用 1,114

資金の借入 118,000 関係会社
借 入 金 118,000

資金の返済 ― ― ―

経費等の立替 6,211 立 替 金 7,690

子会社
㈱イエロ
ーキャピ
タルオー
ケストラ

20,000
千円

リノベー
ション事
業

（所有）
直接
70

兼任
３人 資金の貸付

資金の貸付 78,700 関係会社貸付金 78,700

利息の受け取り（注３） 791 未収収益 791

（注１）上記取引金額に消費税等は含まれておりません。
（注２）子会社との経営管理料については、グループ運営経費を元に算定しております。
（注３）資金の貸付及び借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
（注４）経費等の立替は実際の発生額によっております。

2． 役員及び個人主要株主等
該当事項はありません。

15．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 41円29銭
１株当たり当期純損失 36円86銭

16．重要な後発事象
該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年５月25日
株式会社SDSホールディングス
取締役会 御中

アルファ監査法人
東京都千代田区
指定社員
業務執行社員 公認会計士 奥 津 泰 彦
指定社員
業務執行社員 公認会計士 松 本 達 之

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社SDSホールディングスの2022年４月１日から2023年３月31

日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表
について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ＳＤ

Ｓホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点に
おいて適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
継続企業の前提に関する重要な不確実性
継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、前連結会計年度以前から継続して営業損失、経常損失及び親会

社株主に帰属する当期純損失を計上しており、損失が継続することで資金繰りに懸念が生じる可能性があることから、継続企業の
前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら
れる。なお、当該事象又は状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。連結
計算書類は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は連結計算書類に反映されていない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

2023年06月01日 13時12分 $FOLDER; 58ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 58 ―

連結計算書類に対する経営者並びに監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継
続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続
企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明
することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうか
とともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象
を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責
任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含
む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年５月25日
株式会社SDSホールディングス
取締役会 御中

アルファ監査法人
東京都千代田区
指定社員
業務執行社員 公認会計士 奥 津 泰 彦
指定社員
業務執行社員 公認会計士 松 本 達 之

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社SDSホールディングスの2022年４月１日から2023年

３月31日までの第38期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びに
その附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
継続企業の前提に関する重要な不確実性
継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、前事業年度以前から継続して営業損失、経常損失及び当期純損

失を計上しており、損失が継続することで資金繰りに懸念が生じる可能性があることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ
せるような事象又は状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該事象又は
状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。計算書類等は継続企業を前提と
して作成されており、このような重要な不確実性の影響は計算書類等に反映されていない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企
業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又
は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが
求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業
は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正
に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含
む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第38期事業年度における取締役の職務
の執行に関して監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１ 監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容
並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその
構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、
下記の方法で監査を実施しました。
①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議
に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求
め、重要な決裁書類を閲覧し、ホールディングス及び子会社における業務及び財産の状況を調査しまし
た。また、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事
業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の執行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に
掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備
している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２ 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 アルファ監査法人の監査の方法及びその結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人 アルファ監査法人の監査の方法及びその結果は相当であると認めます。

2023年５月25日
株式会社SDSホールディングス 監査等委員会

監査等委員 森 雅 俊 ㊞
監査等委員 佐々木 健 郎 ㊞
監査等委員 金 古 幸香里 ㊞

※監査等委員森正敏、佐々木健郎及び金古幸香里は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社
外取締役であります。

以 上
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株主総会会場ご案内図
会 場： 東京都港区芝公園一丁目５番10号

芝パークホテル ２階「アイビー」

(交通) ●都営三田線
御成門駅 A2出口より徒歩約2分

●都営大江戸線・都営三田線
芝公園駅 A6出口より徒歩約4分

●都営大江戸線・都営浅草線
大門駅 A4出口より徒歩約7分

●JR線・東京モノレール
浜松町駅 北口より徒歩約8分
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